
日

本

日-

の

将

来

人

田

橋

貞

審

百
本
人
口
の
持
衆
は
古
く
か
ら
論
ぜ
ら
れ
た
問
題
で
は
あ
る
が
、
叉
つ
ね
に
新
し
い
問
題
で
も
あ
る
。
ゐ
ぃ
実
鞍
品
ず
が
臼
本
の
無
僚
件
降

伏
と
い
ふ
結
末
を
告
げ
た
時
に
、
直
ち
に
問
題
と
さ
れ
た
の
は
‘
一
韓
日
本
の
終
報
の
人
口
は
伺
う
な
る
だ
ら
う
か
と
い
ふ
こ
と
で
あ
う

た
。
既
に
鞍
前
か
ら
し
て
、
わ
が
圏
は
領
土
の
狭
き
に
比
し
て
徐
り
に
も
多
く
の
人
口
を
も
ち
、
人
口
の
慶
一
迫
一
に
鳴
い
で
ゐ
た
園
柄
で
あ

る
。
乙
の
白
木
の
人
口
が
如
何
た
る
構
成
を
も
ち
、
羽
何
き
の
動
向
を
辿
り
、
そ
れ
が
如
何
に
生
計
の
途
を
樹
て
る
か
と
い
ふ
こ
と
は
興

味
あ
る
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
等
は
決
し
て
別
々
の
も
の
で
は
た
く
相
欄
聯
し
た
問
題
で
あ
り
、
彼
此
た
が
ひ
に
影
響
し
合
ふ
と
こ
・
ろ
の
問

題
で
あ
る
q

し
か
も
そ
れ
は
未
だ
講
和
舎
議
の
昆
透
し
さ
へ
剣
然
と
し
た
い
現
在
に
お
い
て
容
易
に
論
決
し
得
た
い
問
題
で
も
あ
る
?
併

一
し
た
が
ら
人
口
の
歩
み
は
、
念
裁
に
襲
化
す
る
も
の
も
は
た
い
か
ら
、
そ
の
泣
き
将
来
へ
の
叡
測
を
行
ふ
こ
と
に
よ
っ
て
、
終
衆
の
在
る

ペ
一
き
姿
を
描
い
て
見
る
こ
と
は
必
ず
し
も
不
可
能
で
は
あ
る
ま
い
@

我
圏
で
佐
内
地
人
人
口
一
億
と
い
ふ
夢
を
描
い
た
こ
と
も
あ
う
た
o-

• 

「
人
口
政
策
確
立
要
綱
L

が
策
定
さ
れ
た
昭
和
十
六
年
一
月
の
首

aFJ~-Y 
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時
に
お
い
て
昭
和
三
十
五
年
に
内
地
人
人
口
二
憶
を
期
待
す
る
こ
と
段
A

若
し
政
策
の
強
力
た
る
支
援
が
奥
へ
ら
れ
る
な
ら
ば
、
必
一
ず
し

も
不
可
能
と
は
い
へ
た
か
ク
た
で
あ
ら
う
プ
こ
の
こ
と
は
や
が
て
聞
も
放
く
突
入
し
た
大
鞍
争
に
も
拘
ら
ず
、
我
圏
の
出
生
事
が
前
大
戦

に
諸
外
国
の
経
験
し
壮
ほ

E
の
著
し
い
減
少
に
も
見
舞
は
れ
ず
.
死
亡
率
も
可
な
り
の
低
位
に
保
持
し
得
た
こ
と
に
覗
は
れ
て
ゐ
る
の
で

あ
る
。
こ
れ
は
「
人
口
政
策
確
立
要
綱
」
に
盛
ら
れ
た
精
跡
ξ
静
政
策
と
が
鞍
時
中
に
動
い
て
ゐ
た
子
と
の
一
讃
左
と
、
い
タ
て
よ
い
だ
ら

う
。
併
し
た
が
ら
事
態
は
今
や
一
一
費
し
た
の
で
あ
る
@

日
本
は
乙
の
長
期
の
戟
争
に
よ
っ
て
多
く
の
領
土
ξ
人
口
ム
」
を
失
っ
た
。
け
れ
ど
も
領
土
の
喪
失
に
比
べ
れ
ば
人
口
の
損
失
は
議
想
さ

.
れ
売
ほ

E
に
大
き
た
も
の
で
は
訟
か
っ
た
と
い
へ
主
う
。
加
ふ
る
に
我
闘
で
は
在
外
邦
人
の
内
地
鶴
還
が
行
は
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
節
蓮
邦

人
は
.
若
し
敗
鞍
の
事
費
さ
へ
た
け
れ
ば
、
品
川
ほ
外
地
外
国
に
踏
み
止
っ
て
居
づ
た
主
想
像
さ
れ
る
内
地
人
で
、
用
地
と
い
ふ
地
域
を
基
-

を

し

て

考

へ

る

と

き

、

鞍

品

ず

の

た

め

に

そ

れ

だ

け

人

口

は

増

加

す

る

こ

と

に

た

る

の

で

あ

る

』

一

第
一
次
大
鞍
の
際
に
失
は
れ
た
人
口
の
量
は
莫
大
で
あ
っ
て
、
鼓
死
者
に
見
て
も

)
F
イ
ツ
で
は
百
八
十
薦
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
百
三
十

三
高
を
敷
へ
、
其
の
他
の
交
鞍
圏
を
併
せ
て
六
百
世
間
に
達
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
一
般
に
出
生
率
を
低
め
死
亡
率
を
高
め
る
こ
と
に
よ
り
て
、

堵
加
す
る
こ
と
を
筏
ざ
り
し
人
口
も
頗
る
多
く
、
欧
捌
諾
園
の
人
口
年
令
構
成
は
今
陀
至
る
ま
で
三
の
営
時
の
車
内
批
男
子
た
り
し
部
分
と
、

19 

三
の
時
代
に
生
る
ペ
か
り
し
年
齢
の
居
と
を
崎
型
的
に
少
数
た
ら
し
め
て
ゐ
る
。
ド
イ
ツ
で
は
一
九
一

O
l
一
四
年
に
は
年
五
i

均
一
八

O

一
丸
一
七
年
に
は
丸
一
覧
と
た
づ
て
監
前
@
牛
窓

179 

寓
前
後
の
出
生
教
が
見
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、

一
丸
一
五
年
に
は
一
一
一
一

λ
高
と
た
り
、
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策
十
六
巻
第
五
・
六
緩

輸
に
ま
で
落
ち
込
ん
で
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

我
園
で
は
昭
和
十
年
前
後
に
毎
年
二
百
十
高
か
ら
二
百
二
十
寓
の
聞
を
往
来
し
て
ゐ
た
出
生
裁
が
、
自
主
事
費
に
突
入
し
て
か
ら
z

時
そ
の
影
響
を
受
け
て
十
三
年
と
十
四
年
に
二
百
寓
を
割
っ
た
こ
と
も
あ
る
け
れ

E
も
、
十
六
年
に
は
未
曾
有
の
こ
二
七
寓
と
い
ふ
出
生

敷
を
一
不
し
、
十
七
年
二
二
三
寓
、
十
八
年
二
二
六
寓
と
上
り
、
十
九
年
に
も
一
二
八
鳶
を
撃
へ
て
ゐ
る
。
昭
和
二
十
年
に
は
流
石
に
減
少

し
た
が
、
そ
れ
で
も
出
生
敷
一
七

O
寓
を
推
定
さ
れ
て
居
り
(
但
し
こ
の
推
定
は
そ
の
用
ひ
た
る
方
法
か
ら
見
て
少
し
過
大
か
と
思
は
れ

前
大
載
の
ド
イ
ツ
の
例
に
比
す
れ
ば
、
そ
の
低
下
は
僅
少
に
と
Y
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
他
方
、
死
亡
数
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
昭
和

十
八
年
ま
で
は
大
韓
毎
年
百
二
十
寓
前
後
、
十
九
年
に
な
っ
て
百
三
十
禽
と
た
っ
た
。
生
襲
の
烈
し
か
っ
た
二
十
年
に
は
一
二
七
寓
の
死

る)。
亡
載
を
推
定
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
賓
は
こ
の
推
定
も
出
生
裁
と
同
様
、
報
告
の
あ
っ
た
府
懸
の
賓
請
か
ら
、
報
告
の
な
か
っ
た
府
懸
の
死
亡

を
推
定
し
た
の
で
‘
恐
ら
く
未
報
告
地
域
ぽ
報
告
地
域
に
比
し
て
戦
災
地
が
多
く
、
こ
の
推
定
以
上
の
死
亡
が
あ
っ
J

た
と
考
へ
ら
れ
る
か

ち
、
こ
A
で
は
幾
分
推
定
過
少
の
傾
き
が
あ
る
と
思
ふ
。
然
し
、
と
も
か
く
自
然
堵
加
が
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
た
の
は
昭
和
二
十
年
だ
け
で

あ
っ
た
。
昭
和
二
十
一
年
に
た
つ
で
も
前
宇
期
は
可
イ
ナ
ス
の
自
然
増
加
で
あ
っ
た
が
、
三
れ
は
後
今
期
の
出
生
堵
で
補
は
れ
つ
弘
あ
る

か
ら
、
た
と
ひ
全
年
及
活
じ
て
マ
イ
ナ
ス
に
終
る
や
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
二
十
年
の
や
う
た
大
き
な
マ
イ
ナ
ス
に
た
る
こ
と
は
恐
ら
く

あ
る
ま
い
。
三
れ
を
前
大
戦
の

F
イ
ツ
に
お
い
て
一
九
一
五
年
か
ら
一
八
年
ま
で
四
ヶ
年
引
っ
ピ
い
て
自
然
減
少
を
見
た
例
に
比
す
れ
ば
.

惨
樗
た
る
敗
鞍
の
事
貧
に
も
拘
ら
ず
人
口
の
量
に
受
け
た
る
打
撃
は
比
較
的
に
少
た
か
づ
た
や
う
に
思
ふ
の
で
あ
る
心

併
し
た
が
ら
右
の
死
亡
敢
に
は
験
死
者
を
全
く
数
へ
て
ゐ
た
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
「
第
一
、
第
二
復
員
局
が
最
近
調
査
集
計
し
た
と
こ

ろ
に
よ
る
と
、
日
華
客
費
以
来
終
鞍
ま
で
の
陸
海
軍
人
軍
属
の
鞍
死
者
は
合
計
一
、

一
七
回
、
四
七
大
名
と
剣
明
し
た
」
由
で
、
そ
の
内

F玉、

" . . 

、-r、
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課
社
共
の
通
り
と
い
は
れ
る
ペ
昭
和
二
了
八
・
九
東
京
新
路
〉
Y

陸

軍

戦
死

七
こ
五
、

O
七
六

海
淡

五
二
、

0
0
0

海

日
華
事
費

二
八

C

軍

太
卒
洋
鞍
手

九
七
二
二

O

言十

、
一
七
四
、
四
七
六

略
戦
火
に
よ
る
直
接
の
損
耗
ば
、
右
の
外
に
鞍
災
死
が
あ
る
。
と
れ
ば
既
に
大
部
分
が
昭
和
二
十
年
の
死
亡
の
中
に
推
計
算
入
さ
れ
て
ゐ

言長

&34明
白
色
、
噂

事

局
「
日
本
経
済
再
建
の
基
本
問
題
」
昭
和
二
十
一
年
三
月
)
。

る
わ
け
だ
が
、
職
災
復
興
院
が
調
査
し
完
結
果
に
よ
れ
ば
死
者
及
び
行
方
不
明
二
八
高
‘
負
傷
者
三
六
寓
と
の
こ
と
で
あ
る
(
外
務
省
調
査

二
十
年
の
推
定
死
亡
教
は
卒
年
を
超
え
る
こ
ξ
約
百
寓
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
中
約

=
一
一
割
は
窪
襲
そ
の
他
直
接
鞍
火
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
他
の
七
割
は
築
養
障
害
等
に
よ
る
も
の
と
推
せ
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
而
も
こ
の
，

七
割
に
類
す
る
死
亡
増
は
二
十
年
の
み
に
止
ら
ず
二
十
一
年
に
も
引
の

J
Fき
強
く
現
れ
て
来
て
居
り
、
鞍
争
直
接
の
惨
耐
よ
り
も
こ
の
方
一

が
謹
か
に
大
き
い
の
で
あ
る
。

か
〈
の
如
く
し
て
卒
年
の
出
生
二
百
二
十
寓
J

死
亡
百
二
十
寓
J

自
然
増
育
寓
左
概
算
寸
れ
ぽ
、
昭
和
十
=
一
年
以
来
と
れ
に
充
も
ん
た
い

年
ば
十
三
年
三
三
禽
‘
十
四
年
三
七
寓
、
十
五
年
七
寓
、
十
九
年
，
{
ニ
蔦
‘
二
十
年
一
六
八
寓
と
な
る
。
こ
れ
に
十
六
1

十
八
年
間
の
百

寓
を
超
ゆ
る
増
却
を
差
引
い
て
銃
後
の
人
的
損
失
量
二
三
二
禽
(
内
出
生
減
に
主
る
も
の
一
一

O
寓
可
こ
れ
に
前
記
の
鞍
死
者
一
一
七
寓

を
加
へ
て
昭
和
二
十
年
ま
で
に
お
け
る
穂
損
失
量
三
七
四
寓
と
い
ふ
乙
と
に
た
る
。
勿
論
こ
の
計
算
に
は
出
生
、
死
亡
を
定
敷
と
蝦
定
す

21 

日
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第
十
六
巻
銭
韮
r一
品
向
島
骨

今
る
如
き
続
鮪
が
あ
り
‘
叉
十
九
年
二
十
年
の
如
く
見
積
り
が
出
生
に
つ
い
て
遜
犬
.
死
亡
に
つ
い
て
遁
少
と
い
ふ
難
は
あ
る
け
れ
r

ど
も
?

182 

少
く
と
も
、
こ
れ
だ
け
は
現
実
に
計
算
さ
れ
た
損
失
童
、
と
し
て
一
-
懸
の
目
安
と
す
る
こ
と
は
出
来
る
で
あ
ら
う
。

右
の
如
き
推
算
は
こ
れ
を
別
の
方
面
か
ら
も
試
み
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
れ
は
過
去
に
た
さ
れ
た
推
算
人
口
を
一
一
藤
正
し
い
も
の
と
し

て
現
在
a
人
口
と
比
較
す
る
の
で
あ
る
。

昭
和
二
十
一
年
四
月
二
十
六
日
現
在
が
調
査
し
た
内
地
人
人
口
(
従
前
主
調
査
区
域
を
異
に
し
て
沖
縄
鯨
主
鹿
児
島
蘇
大
島
郡
そ
の
他

多
く
の
附
麗
島
胸
、
が
除
か
れ
て
ゐ
る
)
は
七
二
、
八
七
五
‘
六

O
二
人
と
怠
っ
て
ゐ
る
。
こ
の
砲
に
内
地
人
外
の
者
が
約
八
十
六
寓
人
あ

り

J.こ
れ
を
加
算
す
る
と
七
一
二
、
七
三
四
子
大
正
念
る
。
若
し
日
華
事
費
並
に
太
苓
洋
戦
争
-
な
か
り
し
と
せ
ば
、
乏
の
教
は
一
種
E
の
位

に
な
っ
て
ゐ
た
筈
で
あ
包
う
か
。
そ
の
一
つ
の
例
主
し
て
、
比
較
的
日
本
の
人
口
趨
勢
を
よ
く
捉
へ
た
主
考
へ
ら
る
弘
中
川
友
長
博
士
の

第
二
鍛
定
に
も
と
づ
《
推
算
三
人
口
問
鶏
研
究
」
第
一
巻
崎
市
一
一
務
〉
忙
よ
れ
ば
昭
和
二
十
年
十
月
一
但
現
在
に
お
い
て
七
八
、
九
八
五
千
人
に

は
達
し
て
ゐ
た
ら
う
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
こ
の
推
算
に
達
し
た
い
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
致
時
ず
の
た
め
の
損
失
と
一
感
考
へ
ら
る
L

の
で
あ

る
が
、
こ
の
場
合
に
考
慮
し
た
け
れ
ば
た
ら
ぬ
二
‘
=
一
の
事
柄
が
あ
る
。
即
ち

(
一
)
之
の
推
算
は
前
年
の
十
月
一
日
を
議
測
し
た
も
の
で
、
そ
の
後
七
ヶ
月
の
日
子
を
経
れ
ば
恐
ら
く
六
十
世
間
を
加
へ
る
で
あ
ら
う

か
ら
、
そ
れ
を
付
加
へ
て
比
較
仁
J

広
け
れ
ば
た
ら
ぬ
。

ハ一一
ν

中
川
博
士
の
推
算
で
は
外
地
外
圏
在
留
邦
人
が
引
揚
邦
人
主
し
て
内
地
人
口
に
加
は
る
こ
と
を
議
想
し
て
ゐ
た
い
。
そ
の
敷
は

昭
和
二
十
一
年
四
月
ま
で
に
九
二
五
千
人
に
達
し
た
由
で
あ
る
か
ら
、
推
算
に
と
れ
だ
け
を
加
へ
る
要
が
あ
る
(
こ
れ
ム
一
逆
に
朝
鮮

入
、
裏
掛
同
省
民
等
で
内
地
を
引
揚
げ
た
数
治
略
2

こ
の
祉
に
た
る
が
、
三
れ
は
一
態
敷
へ
た
い
。
と
い
ふ
の
は
と
の

v

調
査
時
に
拘
ほ

a

宇一時
i

~~元、

.. 
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切
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造:
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措
摺
ヘ
ト

r 

-
司
、
告
白

費
留
し
て
ゐ
る
教
が
甥
鮮
人
の
み
で
六
八
湾
人
を
教
へ
昭
和
五
年
の
四
二
湾
人
に
比
し
て
も
著
し
き
増
加
で
あ
る
P

か
く
の
如
き
激

増
依
職
時
中
に
お
け
お
急
激
た
る
渡
航
に
主
る
も
の
で
中
川
博
士
の
推
算
に
は
議
葱
さ
れ
て
ゐ
な
い
と
思
ふ
か
ら
で
あ
る
J

ハ一=〉
v

推
算
で
は
沖
縄
そ
の
他
の
島
興
が
除
か
れ
る
三
主
も
勿
論
務
想
し
て
ゐ
た
か
っ
事
件
。
そ
の
概
数
八

O
高
齢
は
之
を
差
引
か
ね
ば

念
ら
ぬ
。

(
四
〉

推
算
で
は
海
外
に
あ
ろ
牌
兵
は
内
地
に
あ
る
も
の
2

と
し
て
ゐ
売
。
従
っ
て
と
の
戴
(
引
揚
援
護
院
調
査
で
は
四
月
末
現
在
で
大

約
三
二

O
寓
〉
を
四
月
の
調
査
人
口
に
加
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

以
上
を
加
除
し
て
雨
者
の
差
を
求
め
れ
ぽ
一
=
、
七
七
六
千
人
主
友
旬
、
乙
れ
が
一
感
鞍
品
ず
に
主
る
人
口
損
失
L
推
定
さ
れ
る
も
の
で
あ

一

る
民
前
の
計
算
を
此
の
計
算
と
ほ
偶
然
に
近
い
結
果
を
示
し
た
が
、
三
れ
が
叉
恐
ら
〈
異
相
に
も
近
い
志
の
で
あ
ち
ろ
。
・
そ
し
て
そ
の
内

謬
は
鞍
死
一
一
七
禽
、
直
接
鞍
災
死
二
八
湾
、
そ
の
他
死
亡
増
一
二

O
湾
、
出
生
減
一
一

O
寓
と
い
ふ
こ
と
に
た
る
。
併
し
訟
が

ι以
上

段
四
月
の
調
査
ま
で
の
事
賞
で
あ
っ
て
‘
鞍
辱
d
m
山
惨
酬
は
術
ほ
現
柱
、
真
強
ん
で
は
属
ら
ず
、
備
ほ
今
後
の
人
口
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
つ
h

あ
る
乙
と
を
忘
れ
て
は
た
ら
な
い
。

z3 

/
衣
に
将
来
は
芝
う
な
る
か
・
こ
れ
に
つ
い
て
は
経
協
同
安
定
本
部
の
統
計
研
究
舎
で
今
年
八
月
K
護
表
し
た
「
将
来
人
口
の
推
計
舵
闘
す

る
報
告
」
が
あ
る
・
本
報
告
は
向
後
庚
汎
た
る
地
域
に
わ
た
り
天
災
事
塑
の
起
ら
ざ
る
こ
と
、
一
般
経
梼
赦
揺
が
潮
吹
同
復
に
府
ふ
こ
と
、

在
外
邦
人
の
引
揚
が
本
年
内
に
、
鶴
遺
希
望
外
人
の
進
出
が
本
年
九
月
ま
で
に
完
了
す
る
等
の
前
提
の
下
に
、
去
る
四
月
に
施
行
せ
る
画

関
本
竜
A
u
e雌
市

来

ダ
A 

、

183 
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干

稽

論

第

十

六

谷

第

五

・

が

務

勢
調
査
の
地
墳
の
人
口
が
今
後
毎
年
如
何

ι成
り
行
く
で
あ
ら
う
か
を
昭
和
二
十
五
年
ま
で
推
計
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
推
計
方
法
を
‘

lE4 

報
告
に
基
づ
い
て
摘
録
歩
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

ハ
1
u

基
準
人
口

四
月
廿
六
日
の
調
査
を
基
準
冒
と
し
、
と
れ
を
満
年
齢
人
口
に
換
算
す
る
。
'

四
月
ま
で
の
人
口
動
態
に
つ
き
報
品
目
の
あ
っ
た
十
一
鄭
に
ヲ
い
て
昨
年
九
月
か
ら
今
年
四
月
ま
で
の
出
生
率
を
求
め
乙
れ
よ
り
金
属
の
率

(

2

J

 

出
生

を
若
井
(
約
一
一
一
一
%
)
、
更
に
一
一
十
一
年
の
後

2mの
尚
喜
帽
を
そ
の
一
部
と
見
込
み

J

、
圏
内
復
員
、
海
外
よ
り
の
厳
選
引
揚
に
よ
る
出
生
揚
?
を
綿
密
に

推
計
、
加
算
し
て
昭
和
一
二
十
一
年
の
年
間
出
生
率
を
約
二
八
%
と
す
る
。
次
い
Y
T
一
一
十
二
年
に
ほ
一
候
戦
前

m
水
準
吉
一

0
・
五
%
に
恢
復
す
る
も
の
と

議
官
す
る
が
、
そ
れ
以
後
の
出
生
率
の
仮
定
に
つ
い
て
二
つ
に
分
れ
る
。
郎
ち

(

イ

)

昭
和
一
一
十
五
年
に
至
っ
て
大
正
九
年
(
最
高
の
年
)
か
ら
昭
和
十
七
年
(
こ
の
頃
に
お
い
て
は
比
較
的
高
率
な
り
し
年
U

に
至

G
出
生
率
減
退

の
直
線
傾
向
を
二
十
五
年
ま
で
延
長
し
た
位
置
ま
で
低
下
す
る
も
の
正
し
て
各
年
を
補
間
し
た
寧
ハ
乙
の
場
合
ニ
十
玄
年
の
率
は
一
一
六
・
主

μ〉
に

ι

よ
っ
て
計
算
し
た
も
の
を
第
一
推
計
と
す
る
o

ハロ
J

前
の
直
線
傾
向
の
代
り
に
大
正
九
年
か
ら
昭
和
十
四
年
(
日
華
芝
嬰
の
た

um
最
も
低

E
Z芯
に
至
る
傾
向
を
月
刊
υ

た
率
(
乙
の
場
合
一
一
十
五

年
に
は
ご
四
%
ま
で
低
下
す
る
)
に
よ
る
推
計
で
、
と
れ
を
崎
市
二
推
計
と
す
る
。

(

3

)

 

死
亡

ー-

出
生
率
と
同
様
の
方
法
に
て
昨
年
九
月
か
j
今
年
四
月
ま
で
の
全
閣
の
年
間
死
亡
率
を
推
算
ハ
約
二
六
%
〕
、
こ
れ
か
ら
第
四
一
時
生
命
表
を

苅
ひ
て
昭
和
二
十
一
年
の
年
齢
別
死
亡
率
を
算
出
す
る
。
死
亡
鍛
の
推
計
に
は
ナ
ぺ
て
じ
の
年
齢
別
死
亡
率
を
用
ひ
、
る
が
、
而
も
そ
れ
が
固
定
す
る
と

考
へ
ず
年
#
改
善
さ
れ
て
行
〈
も
の
と
加
古
手
ず
る
o

而
し
て
と
の
改
善
傾
向
の
仮
定
に
よ
っ
て
捻
計
が
叉
ニ
ワ
に
分
れ
る
o
町

ち

町

(
イ
)
昭
和
二
十
五
年
に
第
六
同
生
命
表
の
位
置
ま
で
年
齢
算
術
級
数
的
に
順
次
改
善
さ
れ
る
も
の
と
ナ
る
の
が
第
一
推
計
。

ハ
町
一
)
右
ほ
ど
改
善
さ
れ
な
い
が
倫
ほ
第
四
同
生
命
表
の
位
置
ま
で
改
善
さ
れ
る
ど
す
る
の
が
第
二
推
計
。

在
外
地
外
闘
箪
人
軍
属
及
び
般
邦
人

ハ4
)

引
揚
援
護
院
の
調
査
メ
よ
れ
ば
四
月
末
現
在
に
お
い
て
前
者
一
校
約
一
一
、
二

O
一
千
、
後
者
は
一
、
九
九

炉、
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4

議喧
F

ぺ
¥
#

骨

「

し
4
S
F

__1 
=; '. 、

岨
鼻
、
き

1fJ

宅
一
〆
畑
、
噂

J

一奄

う
な
義
タ
同
九
三
ぜ

戸--'

‘・h

入
手
と
い
は
れ
る
が
、
乙
れ
が
五
月
以
降
年
末
ま
マ
毎
月
卒
均
約
に
引
揚
完
了
す
る
も
白
と
m
M
定
す
る

ι

あ
る
か
ど
う
か
、
更
に
そ
れ
が
殻
定
通
り
蹄
還
で
き
る
か
ど
う
か
、
と
い
ふ
駄
で
現
在
ま
で
に
も
銃
に
幾
分
の
食
違
ひ
が
あ
る
や
う
で
あ
る
。
)

て
そ
の
年
「
齢
構
成
行
軍
本
軍
属
に
つ
い
て
は
今
年
四
阿
調
査
人
口
の
男
女
年
齢
別
比
較
に
某
き
推
算
、
引
揚
邦
人
に
つ
い
て
は
朝
鮮
在
住
内
地
人
人
口

ハ
昭
和
十
九
年
)
、
並
に
海
外
在
留
内
地
人
ペ
昭
和
十
五
年
)
の
構
成
に
よ
ヨ
て
推
計
す
る
。

ハ
5
U

内
地
人
以
外
の
人
日
朝
鮮
人
そ
の
他
の
内
地
よ
り
の
蹄
還
を
希
望
す
る
者
は
乙
れ
を
一
だ
九
月
ま
で
に
揚
還
を
完
了
ナ
る
も
の
と
し
、
内
地
残

認
を
希
望
す
る
者
二
五
七
千
人
は
内
地
人
の
第
一
推
計
と
同
様
の
場
減
傾
向
を
辿
る
も
の
と
し
℃
推
計
す
る
。 (

一
乙
の
俵
定
は
在
外
将
兵
及
邦
人
が
健
在
で

而
し

以
上
で
わ
か
る
や
う
に
、
こ
の
推
計
は
二
つ
の
試
算
を
行
っ
た
の
で
、
第
一
推
計
は
比
較
的
良
好
な
る
僚
件
の
下
に
お
け
る
人
口
を
務

想
し
、
第
二
推
計
は
柏
、
不
良
な
る
僚
件
を
橡
想
し
て
ゐ
る
。
而
し
て
費
表
さ
れ
た
も
の
に
は
更
に
そ
の
中
央
数
値
を
も
加
へ
て
あ
る
。

こ
れ
が
昭
和
二
十
五
年
十
月
一
日
の
現
在
の
穂
教
の
み
を
示
せ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。
(
皐
位
千
)

線、

重t

女

問
。
、
四

男

第

推

八
O
、
O
八
八

一
九
、
六
六
五

計

第

推

七
入
、
八
三
三

七
九
、
問
中
ハ

O

一九、

O
七

一
九
、
七
六

一一

計

中

央

重主

値

=
一
九
、
一
一
一
六
八

四

O
、O
九
二

将
来
の
人
口
が
こ
の
推
計
の
通
り
に
た
る
か
な
ら
た
い
か
片
勿
論
い
ま
か
ら
断
定
で
き
な
い
。
そ
れ
を
現
在
の
時
黙
に
お
い
て
批
剣
す

る
場
合
に
は
、
そ
の
推
計
が
基
礎
を
置
い
た
椴
定
主
用
び
先
方
法
の
受
賞
性
を
見
-
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
今
後
数
年
間
は
、

25 

そ
し
て
恐
ら
く
そ
の
後
の
暫
ら
く
の
間
も
、
曾
て
た
き
激
動
期
で
あ
る
か
ら
、
何
人
が
推
計
す
る
に
'
し
て
も
右
の
如
き
蝦
定
と
方
法
に
額

ち
ぎ
右
を
得
た
'
い
で
あ
ら
う
。
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さ
を
て
‘
こ

L
I推
計
さ
れ
た
人
口
数
段
、
過
去
に
猿
葱
し
て
ゐ
元
教
と
.
い
と
の
位
の
会
護
ひ
が
あ
る
で
あ
ら
う
か
。
こ
の
年
に
は
前
記

虫
剤
一
持
士
の
推
算
で
は
八
回
、
一
三
一
六
千
人
に
た
タ
て
ゐ
た
け
れ
ば
た
ら
ぬ
筈
で
あ
り
.
右
の
推
計
と
の
差
位
回
、
八
七
六
千
人
と
た
り

誇
笛
に
謹
ベ
売
昭
和
二
十
一
年
時
の
差
よ
習
も
更
に
按
大
三
れ
て
ゐ
る
唱
だ
が
と
h

で
も
前
節
の
場
合
と
同
様
に
翠
純
に
比
較
し
得
た
い

も
の
が
あ
る
、
中
川
博
士
の
推
算
で
は

沖
縄
そ
の
他
の
島
艇
の
人
口
約
八

C
高
を
含
み

外
地
外
圏
在
留
邦
人
の
引
揚
(
二
十
一
年
四
月
以
前
九
一
二
五
千
人
.
そ
の
後
一
、
九
九
八
千
入
)
を
議
想
せ
ず

〈

一

)

ハ
一
一
)

(
=
一
〉

朝
鮮
人
等
が
僅
か
に
二
六
湾
人
に
減
少
す
る
と
は
輪
車
想
し
た
い
(
般
に
こ
の
輪
車
葱
超
過
の
輯
還
敷
を
二
十
一
年
四
月
以
降
の
蹄

還
敷
約
六

O
寓
と
す
る
)

故
に
こ
れ
等
を
加
除
す
る
と
き
‘
爾
者
の
差
は
六
四

O
寓
と
一
層
大
き
〈
た
る
。
卸
ち
二
十
一
年
四
月
に
三
七
八
高
で
あ
っ
た
人
口
損
失

量
が
、
二
十
五
年
十
月
に
な
る
と
更
に
二
六
二
鳶
を
増
加
す
る
こ
と
に
な
、
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
戟
季
に
よ
り
出
生
率
の
低
下
と
死
亡
率

@
上
昇
が
粛
ら
す
も
の
と
穏
定
し
た
結
果
で
、
職
季
に
よ
る
間
接
の
人
口
損
失
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
令

回

~ 

推
計
さ
れ
た
昭
和
二
十
五
年
の
人
口
の
男
女
別
年
齢
構
成
を
見
れ
ば
、
所
調
正
常
た
る
ピ
ラ
ミ
ッ
ト
型
を
一
不
さ
ず
、
曾
て
の
日
本
の
人

口
に
見
ら
れ
た
か
っ
た
歪
曲
を
見
る
。
そ
れ
は
横
に
見
て
男
女
の
比
率
に
及
ぼ
し
た
不
均
衡
で
あ
り
、
縦
に
見
て
各
年
齢
層
聞
に
現
れ
た

¥
 

歪
形
で
あ
る
。
乙
れ
い
N

・
弐
き
た
鞍
舎
を
経
過
し
た
菌
の
人
口
構
成
と
し
て
嘗
然
の
こ
と
で
あ
り
、
前
大
戦
後
の
下
イ
ツ
さ
と
に
は
更
に
著

ι 

、一一、

re
，
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き曹に一一
γ

一
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叫
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三
a
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宇
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会

‘学

S
J
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、

主連

し
い
形
を
以
て
現
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
・

由
来
日
本
の
入
口
は
男
女
超
過
を
以
ヲ
て
常
'
と
す
る
。
然
る
に
推
計
さ
れ
た
昭
和
二
十
五
年
の
数
字
ハ
中
央
致
催
、
以
下
乙
の
数
字
を
主
と

じ
て
取
扱
ふ
U

で
は
前
簡
に
示
し
た
や
う
に
女
子
は
六
二
高
齢
の
超
過
を
一
万
し
、
更
に
乙
れ
を
内
地
入
の
み
に
タ
い
て
見
れ
ぽ
ー
と
れ
が
八

O
蔦
の
超
過
と
た
っ
て
ゐ
る
。
比
率
に
す
れ
ば
女
百
に
付
男
九
八
で
あ
り
、
験
前
の
昭
和
十
年
に
は
こ
の
比
曜
が
一

0
0
・
六
で
あ
心
事
件
・

そ
し
て
乙
れ
性
如
何
た
る
年
齢
層
に
強
く
現
れ
て
ゐ
る
か
と
い
へ
ぽ
、
申
す
ま
で
も
た
く
兵
伎
に
関
係
の
あ
る
年
齢
の
男
子
が
著
し
く
棋

け
て
ゐ
る
。
然
し
そ
れ
は
幸
K
F
イ
ツ
に
見
事
作
程
で
は
な
か
っ
売
。
三
れ
を
卒
常
の
年
売
る
昭
和
五
年
在
比
較
す
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
・

(
衣
百

K
付
回
押
の
比
率
)

一
玄

i
一
九
歳

o
i
一
一
四
歳

玄
l
ニ
九
歳

吉
一
o
!
三
間
歳

三
五

j
一
一
一
九
歳

四

O
l四
四
歳

間
五
!
四
九
歳

昭
和
サ
玄
年

一
O
二
・
七

O 
O 

九
三
・
o

九
一
ニ
ニ
一

九
豆
・
一
一

九
八
・
閤

一0
0
・五

.昭大
プ和:iE
O 玄上

空午占
均年

一
O
一ニ・六

一O
玉
・
五

一
O
六
・
八

一
O
六二一一

一O
=一'六

一0
0
・九

担
問
一
'
九
二
五
年

九
九
r

九
七
・
路

七九・一一一

八
四
・
七

九

C
・ニ

九
=
了
ム
ハ

/
若
し
鞍
舎
が
一
な
け
れ
ば
男
女
の
比
率
が
‘
昭
和
五
年
と
大
正
十
四
年
正
の
卒
均
の
如
く
で
あ
る
だ
ら
う
と
い
ふ
儲
定
に
基
い
て
「
推
計

A
U
の
女
手
入
ロ
広
三
の
事
を
乗
じ
て
男
子
の
人
口
を
推
算
し
、
そ
れ
か
ち
推
計
人
口
の
男
子
の
裁
を
差
引
い
て
み
れ
ば
‘
二
五

i
二
九

j伊

:. 187 



e

一
瀦
信
義
雄
帯
十
ギ
ハ
念
鍍
宮
北
・
六
震

輩
に
お
い
て
四
一
七
千
、
=
一

O

{
三
四
歳
に
お
い
て
三
七
回
予
、
三
五

!ξ
九
歳
に
お
い
て
二
三
五
千
、

a
o
l四
四
歳
に
お
い
て
↓
一

六
千
と
い
ふ
不
足
が
見
ら
れ
る
。
乙
の
四
者
合
計
一
一
一
山
高
は
偶
然
に
も
先
に
護
表
さ
れ
た
る
鞍
死
者
の
教
と
略
J

等
し
い
の
で
あ
る
。

188' 

-
次
に
老
批
幼
三
階
級
の
年
齢
に
分
け
た
割
合
を
見
れ
ば
.
昭
和
二
十
年
以
降
に
お
け
る
出
生
減
退
と
そ
の
繕
績
の
議
葱
の
た
め
、

に
幼
少
年
人
口
の
割
合
が
著
し
く
小
さ
く
た
っ
て
ゐ
る
。
(
単
位
千
)

般

男

女

計

割
合

昭
和
4
1
年
割
合

害患

一、
0
0
0

一、
0
0
0

重量

一
九
二
九
、
六

四

O
、0
0
0

七
九
、
一
九
六

o
l
一
四
歳

一
三
、
一
七
七

A-
、
八
五

J噂

四 二

七六

二 O

三 O

三
二
九

一
六
九

一
豆
!
五
九
歳

一
二
一
一
、
四

O
八

二
、
六
一
一

郎
ち
或
意
味
で
老
人
の
多
い
人
口
構
成
を
持
つ
こ
と
が
珠
想
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

二
三
一
、
八
一
千
五

五
九
六

五
五
七

大

O
歳

以

上

一一、
一
一一一

豆
、
九
三
三

七
五

七
回

一
五

l
五
九
歳
の
所
謂
生
産
年
齢
人
口
の
割
合
が
高

く
た
タ
て
ゐ
る
の
は
、
全
く
幼
少
年
人
口
の
激
減
に
基
や
っ
て
相
艶
的
な
も
の
で
あ
る
と
共
に
、
こ
の
間
に
内
地
に
・
蹄
還
す
る
と
議
想
さ
れ

る
一
般
邦
人
の
年
齢
構
成
が
生
産
年
齢
屠
に
お
い
て
膨
れ
-
て
ゐ
る
と
い
ふ
侵
定
〈
こ
れ
は
在
鮮
邦
人
並
に
外
圏
在
住
邦
人

q年
齢
構
成
を

'
適
用
し
て
計
算
〉
に
よ
る
と
と
も
興
っ
て
力
あ
る
@
で
あ
る
。
即
ち
鞍
拳
に
よ
り
喪
失
さ
れ
た
青
枇
年
人
口
が
、
そ
の
後
外
地
外
因
よ
り

• 
の
引
揚
邦
人
に
よ
っ
て
補
充
さ
れ
る
。
そ
の
補
充
仕
右
の
割
合
で
み
る
主
損
失
を
償
っ
て
飴
り
あ
る
や
う
に
見
え
る
が
、
こ
の
黙
は
如
何

で
あ
ら
う
か
。

4臥

過
去
の
調
査
に
見
る
と
我
園
の
生
産
年
齢
人
口
の
鵡
人
ロ
に
劃
す
る
割
合
は
概
ね
五
六
%
弱
で
あ
う
た
。
即
ち
昭
和
五
年
に
は
五
六
・

0
%
(
男
五
六
・
七
、
女
五
五
・
三
円
同
十
年
に
は
五
五
、
・
七
%
〈
男
五
六
・
=
τ
女
五

E
・
一
)
で
あ
っ
た
。
前
出
中
川
博
士
の
推
算

¥
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主
主
一
、

A 

で
は
戦
争
の
な
か
っ
た
場
合
、
廿
五
年
の
人
口
は
八
四
・
一
一
一
一
一
一
ぃ
一
ハ
千
(
男
四
二
、
=
コ
コ

O
子
、
女
四
二
、
0
0
六
千
)
と
珠
想
し
た
が
、

廿
五
倍
¢
数
字
に
は
年
齢
構
成
を
示
し
て
ゐ
た
い
の
で
般
に
右
一
用
年
の
割
合
の
算
術

24の
率
で
生
輩
出
年
齢
人
口
が
合
ま
れ
る
と
じ
て
計

算
す
れ
ば
、
生
産
年
齢
人
口
は
男
二
三
、
九
一
五
千
、
女
二
=
一
、
一
八
七
千
と
訟
の

J

て
経
時
間
安
定
本
部
の
推
算
は
此
の
数
よ
り
も
男
子
に

i
い
て
約
五

O
高
少
く
、
女
子
に
お
い
て
約
六
三
寓
多
い
。
三
の
二
つ
の
推
算
を
一
態
承
認
し
得
る
も
の
三
す
れ
ば
、
引
揚
に
ょ
う
て
生

産
年
齢
人
口
の
欠
棋
は
補
充
さ
れ
る
が
、
男
子
に
お
い
て
は
倫
ほ
五

O
高
不
足
し
、
女
子
に
お
い
て
は
六
三
寓
超
過
し
、
合
計
に
お
い
て

議
想
さ
れ
て
ゐ
も
仏
教
よ
り
も
十
三
高
人
ほ
ど
多
く
の
生
産
年
齢
人
口
を
持
タ
三
と
に
た
る
だ
ら
う
と
い
ひ
得
る
の
で
あ
る
。

根
づ
て
人
口
の
増
加
カ
は
鈍
っ
た
が
、
職
業
鞍
線
に
現
は
れ
る
人
口
は
減
ら
な
い
と
い
ふ
乙
と
に
た
る
。
尤
も
職
業
を
一
最
も
強
く
永
め

た
け
れ
ば
た
ら
た
い
批
年
男
子
が
幾
分
少
く
は
た
る
。
し
か
し
所
謂
「
要
職
業
人
口
」
の
計
算
で
は
古
き
拾
計
人
口
に
比
し
殆
ど
減
少
し

て
ゐ
友
い
の
で
あ
る
。
い
ま
般
犯
推
計
さ
れ
た
人
口
が
昭
和
五
年
の
有
業
率
で
職
業
を
持
た
ね
ば
た
ら
ぬ
と
し
て
、
男
女
五
歳
階
級
別
に

計
算
し
て
合
計
す
れ
ば
、
男
子
で
二
回
、
=
一
八
三
千
・
女
子
で
一
四
‘

O
三
二
千
、
合
計
三
八
、
四
一

O
千
人
と
な
る
。
然
る
に
前
記
中

、
川
博
士
の
推
算
か
ら
同
じ
く
昭
和
五
年
の
有
業
率
(
男
五
九
・

O
六
、
女
三
=
7
0
=
一
〉
を
以
う
で
「
要
噛
業
人
口
」
を
概
算
す
点
ぱ
男

，-

二
五
、
0
0
0
千
、
女
二
弓
八
七
五
千
と
危
り
、
計
三
八
・
八
七
五
千
人
と
た
る
。
即
ち
全
館
で
は
四
六
寓
の
減
少
主
た
る
が
、
女
子

で
は
却
っ
て
少
し
増
加
し
て
ゐ
る
。
批
年
男
子
の
欠
棋
は
暗
部
想
さ
れ
た
量
よ
り
も
努
働
力
の
純
量
を
少
く
す
る
で
あ
ら
う
が
、
職
を
求
む

る
人
の
教
と
し
て
は
あ
ま
り
減
少
し
た
い
主
い
F

ふ
こ
と
に
た
る
の
で
あ
る
。
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同
ザ
ー
一
一
震
設
し
だ
や
う
に
空
間
益
事
に
よ
っ
て
た
い
去
る
人
口
損
失
を
招
い
え
現
在
乏
で
に
そ
の
設
は
凡
百
四
百
高
と
見
『
ら
れ

1
t
一

旬

再
年
K
は
更
に
接
大
し
て
六
四

O
高
に
及
ぶ
B
F
一
推
せ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
前
大
敢
に
お
け
る
ド
イ
ツ
程
で
は
な
い
に
し
て
も
・
将
来
長
年
月
ー

に
わ
た
っ
て
痕
跡
は
残
る
だ
ら
う
。
人
口
構
成
に
お
い
て
幼
少
年
人
口
の
減
少
が
見
ら
れ
.
金
韓
と
し
て
入
口
の
老
齢
化
が
穆
想
さ
れ
、

被
扶
養
人
口
の
相
識
的
減
少
と
な
る
。
こ
の
酔
掛
か
ら
，
し
て
過
去
に
行
ば
れ
た
将
来
人
口
の
推
計
は
新
し
い
資
料
に
よ
っ
て
改
訂
さ
れ
た
け

¥
れ
ば
た
ら
ぬ
。
安
定
本
部
の
推
計
が
現
れ
た
の
も
乏
の
た
め
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
生
産
年
齢
人
口
に
関
す
る
限
り
‘
可
惜
批
年
男
子
の

一
、
多
数
喪
失
に
も
拘
ら
ず
、
外
地
外
国
に
在
っ
た
一
般
邦
人
の
引
揚
に
よ
っ
て
数
量
的
に
は
大
部
分
が
描
充
さ
れ
、
戦
前
に
期
待
さ
れ
て
ゐ

先
輩
と
大
し
て
費
動
し
た
い
人
口
量
が
務
恕
さ
れ
る
。
こ
れ
等
引
揚
者
の
再
渡
航
ふ
恐
ら
く
近
き
将
来
に
は
期
待
出
来
な
い
で
あ
ら
う
か

職
業
問
題
と
い
ふ
面
に
お
い
て
は
却
ク
て
深
刻
な
る
様
相
が
議
見
せ
ら
れ
る
。
生
産
年
齢
人
口
の
多
い
と
も
と
は
、
そ
れ
が
完
全
雇
傭
と

し
て
作
用
す
る
隈
り
一
園
の
ー
経
梼
に
と
っ
て
大
い
た
る
強
味
で
あ
る
が
、
潜
在
、
額
在
の
失
業
と
し
て
建
一
る
と
き
は
そ
れ
が
世
舎
不
安
を

場
オ
最
も
強
力
訟
動
因
と
た
る
の
で
あ
る
。

生
産
年
齢
ス
ロ
の
増
加
は
営
分
績
く
も
の

k
考
へ
た
け
れ
ば
な
ら
た
い
。
現
在
生
産
年
齢
に
入
り
つ
L
あ
る
人
口
は
昭
和
五
年
前
後
の
、

♂
出
生
児
で
あ
る
。
出
生
教
は
そ
の
後
も
引
績
い
て
増
加
し
、
念
激
に
減
少
を
始
め
た
の
は
二
十
年
か
ら
で
あ
る
。
・
従
っ
て
今
後
十
数
年
は

依
然
と
し
て
増
加
し
1
行
く
で
あ
ら
う
。
そ
の
十
数
年
は
日
本
に
と
づ
て
最
も
困
難
を
珍
恕
さ
れ
る
時
期
で
あ
り
波
漏
乞
息
は
せ
る
将
来

で
あ
る
。
か
h

る
現
銑
か
ら
し
て
盛
に
産
児
調
節
の
要
が
叫
ば
れ
て
ゐ
る
。
乙
れ
を
圏
策
主
し
て
奨
崩
す
る
か
否
か
は
賛
否
蔚
論
あ
'
・

た
か
魚
、
か
問
題
の
ゃ
う
で
あ
る
が
、
奨
働
す
る
と
否
と
に
拘
ら
ず
そ
の
風
溜
は
一
位
舎
各
面
に
わ
た
っ
て
浸
潤
し
て
行
く
か
も
知
れ
ぬ
。
し

か
し
そ
れ
が
職
業
の
面
に
現
れ
て
古
然
る
に
は
、
現
在
の
出
生
減
退
@
影
響
と
同
様
に
少
く
と
も
十
数
年
の
歳
月
を
妥
す
る
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